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社会実装段階に入った
「地産地消」のIoT
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秋山 演亮
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LoRaとは？
出典：https://www.oki.com/jp/iot/doc/2016/16vol_09.html

920MHz帯を使った無線
免許不要免許不要
長距離通信が可能

出典：http://businessnetwork.jp/Detail/tabid/65/artid/5106/Default.aspx 
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データ転送量は少ない（画像や動画転
送には不向き）だが、省電力で長距離通
信が可能。
地上で数km、海上で100km、上空の場
合は成層圏気球（直達距離150～
200km）や低軌道衛星（直達距離数百
km）との通信実績もある
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LoRaの通信費

課金モデルを採用する通信キャリアも参入を始めているが、通信費が圧倒的に安くな
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課金モデルを採用する通信キャリアも参入を始めているが、通信費が圧倒的に安くな
るので従来モデルとの親和性が低い。

海外では無料の通信ネットワーク整備も進んでおり、オランダでは企業等のサポートに
より国土全体で無料通信が可能に。

LoRa wan
• ISMバンド(920MHz)なので免許不要

• 少ない送信電力でも通信距離が長い(20～30km？）

• 通信チップの値段が安い（4000円ぐらい）

• 非営利団体のLoRa Allianceがデータリンク層の規格をまとめている

• ArduinoやRaspberry Pi用のソフトウェアがGitなどで公開されている

• The Things NetworkがLoRaWANの実装を公開している

250m
‐100db

250m
‐70db 60m
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LoRa版あひるさんボード

• Wi‐Fi版より長距離通信可能
数百m以下 → 数km以上

• 成層圏気球を使った実験で
は、直達距離200kmでの双
方向通信にも成功

エ ジサ バと組み合わせ• エッジサーバと組み合わせ
ることで、よりレジリエンスな
ローカルネットワークの構築
が可能
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ザ シングスネットワーク
TheThingsNetwork

「ユーザによって所有・運営される
分散型のオ プンなクラウドベ スの分散型のオープンなクラウドベースの
IoTデータネットワークを構築」をコンセプトに誕生。

The Things Network創業者

Johan Stokking （左：Tech Lead/CTO）
Wienke Giezeman（右: CEO）

オランダのアムステルダム市の全域をカバー

市民が協力し6ヶ月かけて市内全域をカバーする
世界初のLoRaWANネットワークを2015年6月に構築！
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LoRa通信衛星（2）

• Lacuna衛星は6Uサイズ
（10cm×20cm×30cm 約6kg）

• 日本もほぼ同様の機能を持つ3U
サイズのLoRa衛星（TRICOM‐1R）
を昨年打上

• 製造コストは最終的には1機数百
万～1千万円程度の見込

打上コストは1機1 3千万円程度• 打上コストは1機1～3千万円程度
（TRICOM‐1Rは世界最小の衛星打
上ロケットSS‐520 5号機で打ち上
げられた）
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データサーバ

ユーザ向け
表示機能
PC/スマホ

ダッシュボード

インターネット網使用回線

LoRa wan IoT
システム概略図

地上局

データ集約
データ保存LoraWanサーバ

ノード登録
GW登録

OPEN

PRIVATE

OPEN

PRIVATE

OPEN

PRIVATE

GW

基地局

無

OPEN

PRIVATE

リレー 衛星ノード

センサと
送信機

無料

無
料

有料

500円/月程度？


